
農場の課題は何か、改善点が
ないか考えることが重要

「あなた自身が、酪農経営・牛群管理に関

して、課題と考えていることは何ですか。農

場の経営をよりよくするための改善点は何で

すか」

改善点は、現状とあるべき姿を比較してそ

の差を見つけとるところから始まります。現

状が同じＡ農場とＢ農場があるとします（図

１）。あるべき姿が想像できないと改善点は

ないと判断してしまい（Ａ農場）、あるべき

姿が想像できる場合には現状との差が改善す

べき点となります（Ｂ農場）。生産のこと、

病気のこと、繁殖のこと、管理のことなど改

善すべきことはあると思います。まずは、現

状を整理してあるべき姿を考えてみましょ

う。その差が大きい時は大きな問題、差が小

さな時は小さな問題、差が穴埋めできない場

合は重大な問題、差を容易に穴埋めできる場

合は簡単な問題です。

同じ管理作業の中でも牛および牛群、そし

て作業者も日々変化しています。作業者が作
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牛舎内環境の改善点を見けるためには
～第１回 牛を視ることが環境の改善点を見つける大切な手段～

酪農学園大学 中 田 健

独立行政法人農畜産業振興機構 畜産業振興事業

（図１）現状からの改善の考え方
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業を行ないやすく、牛のためにより良い環境

は何かをいつも考え、毎日の管理の中で気に

なったことを探してみましょう。改善点がな

い農場はないと考えてください。

改善策は自分の地域そして
自分の農場で考える

それぞれの農場で、異なる課題、または同

じ課題を抱えている場合もあるでしょう。そ

の課題の内容は、牛について、餌について、

牛舎について、草地についてなどさまざまで、

おそらく数えきれないほどあるでしょう。隣

同士の農場で同じ課題を抱えている場合に、

解決するための具体的な対策は、２つの農場

で異なることがほとんどです。それは、牛の

飼養環境、餌の内容、給与方法、搾乳方法、牛

群の産次の構成、周囲の牛など、牛を取り巻

く環境が全く同じ農場は２つとないからです。

また、北海道の農場と福岡の農場で同じよ

うに夏季の繁殖成績の向上を課題としてあげ

たとします。その場合、乳用牛はホルスタイ

ン種で同じであっても、北海道と福岡県の気

温（平均気温、最高気温、最低気温）、降水

量、粗飼料（基本飼料）の自給率、購入飼料

購入の疾病の発生状況、分娩の季節性などそ

の環境や動物の状況が異なります（図２）。

酪農業は動物の管理、ふん尿の処理、飼料

の生産などを総合的に行なう産業です。その

地域産業の中での酪農業の位置づけ、気候や

飼料作物の生産状況なども理解しておくこと

も大切です。それぞれの地域、それぞれの農

場の課題に対する対策に違いがあるのは当然

と考えてください（図３）。

公表されている技術情報への注意

技術情報の収集源は、技術書、普及誌、生

産支援者のアドバイス、勉強会、海外研修ツ

アー、インターネットなどさまざまではない

でしょうか。役立ちそうな情報ばかりが目に

飛び込んできます。よい結果を期待して、そ

のような情報・技術を農場の管理・作業に導

入し、自分の牛群では期待したような結果が

得られなかったという経験はありませんか。

それぞれの情報は、場所・地域（国、州、県）、

気候（気温、湿度、日照時間など）、飼養管

理（餌、牛舎、放牧の有無、労働力など）、

牛群（頭数規模、生産能力、平均産次など）

など色々な背景を持つ牛を利用して試験研究

（図２）月別気温・降水量の違い（1981－2010年平均：気象庁）

（図３）地域による違いがあるのは当然と考える
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された結果です。そして、よい結果が多く紹

介されているのは、試験をした人々が期待し

ていた結果が得られたものを紹介することが

多いからです。技術情報をそれぞれの農場で

参考にする場合、報告されている技術情報が、

どのような地域の、どのような牛群から得ら

れた成果であるのか注意が必要です。

仮の話ですが、全世界の６０％の農場で繁殖

性を向上させる方法が見つかったとしましょ

う。それは大変すばらしいことですが、４０％

の農場では効果がないことになります。薬剤、

飼料添加剤による疾病予防効果などについて

も同様です。それは、各農場の牛、基本とな

る飼料、牛舎施設、管理、搾乳作業などの生

産基盤が千差万別であるため、新たに同じこ

とを行っても良い効果を招く農場、効果が表

れない農場が出てくるのです。何か新しいこ

とを導入することも良いのですが、そればか

りではなく、皆さん自身の農場の牛をしっか

りと視て、それぞれの農場の生産基盤の中で、

牛が必要としていて不足しているものを一つ

一つ組み込んでいくことが本当はとても大切

なことなのです。

牛を視るということが大切な理由

酪農業も一般企業と同じで、社会経済が高

度成長期の右肩上がりの時期には規模拡大、

高泌乳能力への遺伝的改良、購入飼料多給に

よる生産の維持という同じ方向性の中で何か

問題が生じても、経営は成り立っていました。

しかし、経済の混迷・低迷期では、企業と

同じように酪農業も生き残りを図るためにそ

れぞれの特

色を生かし

た多様化が

進むように

なります。

多様化が進

む中では、

一般的に単一の方法／方向性で同時に多くの

農場が効果を得ることは少なくなります。円

安と世界における需要の高まりで輸入飼料、

肥料、または資材が高騰している中で生産コ

ストを削減することを考えなければなりませ

ん。そのためには、それぞれの農場の生産基

盤の中でできる限り牛を健康に飼い、疾病発

症などに起因する損失を減らすことが、すべ

ての農場に共通で重要な一つの方法なので

す。農場内には顕在化および潜在化している

環境の問題および疾病による生産のロスは必

ずあります。それを、いかに減らしていくか

がこれからの課題です（図４）。

牛を視て管理上の改善点を
知るためには

日ごろ、農場の管理および作業内容の軌道

修正、改善を行うために、皆さんは何を基準

にしていますか。日々の作業の確認、管理・

作業内容の変更に対して迅速な評価の一つに

“カウシグナルズ”があります。自分の飼っ

ている牛を目的をもって観察し、その牛の変

化から管理や作業の善し悪しを牛に教えても

らう方法です。当たり前のことと思われるか

もしれませんが、改めて、自分が飼っている

牛の発しているシグナルを注意深く観察して

（図４）管理の改善に期待されること
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みましょう。

カウシグナルズのイメージを
つかみましょう！

カウシグナルズの利用方法は、それを利用

する人によって違います。簡単にいうと以下

のようになります。

１） 生産者にとって：現在の管理や管理上

の改善点を確認および評価する一つの指標

２） 支援者にとって：生産者の管理状況を

生産者と共有する共通の言語

生産者にとっての、カウシグナルズは理解し

やすいですが、支援者にとってもカウシグナ

ルズはそれぞれの農場で適切な支援を行うた

めに重要な情報源の一つです。

もう少し、理解を深めるためにＱ＆Ａ形式で

考えていきましょう。

Ｑ．カウシグナルズとは具体的に何？

Ａ．牛および牛群が発している情報のことで

す。カウシグナルズは、体の状態、行動、体

表の変化など、何でも牛から読み取れるもの

全てです。例えば、発情に伴う行動、乳房の

色、牛の姿勢、毛ヅヤ、ルーメンの膨らみ、

飛節のスレ、体表の汚れなど様々です。

Ｑ．カウシグナルズをどのように活用するの？

Ａ．カウシグナルズを見つけるように牛およ

び牛群を観察します。群全体からだんだんと

個体に目を移していきます。何か気になる状

況がある場合、１頭のシグナルか、複数の牛

でみられるシグナルか、グループでみられる

シグナルか、農場全体でみられるシグナルか、

今度は徐々に広く考えるようにします。

次に、牛の目線になり、牛がどのように感

じているか考えて、そのシグナルはよいこと

なのか、何か改善が必要な状況を示している

のか判断して、管理に役立てていきます。す

ぐに理解できないカウシグナルズは、その内

容と、どのような時に、どのような牛に見られ

たか記録をしておき、振り返って考えること

ができるようにしておきます。１日のあるき

まった時間帯に観察されるカウシグナルズも

あります。また、季節、環境の変化があった

時に観察されるカウシグナルズもあります。

Ｑ．カウジグナルズを何の目的で使用するの？

Ａ．普段の作業・管理、または何かを変更し

た時の評価を迅速に行うために利用します。

今よりも牛が快適に生活できる環境を提供す

るための、判断材料となります。

Ｑ．カウシグナルズを利用して作業を見直す
ことによって利益はあるの？

Ａ．確実に収入が増加するとはいえません。

しかし、牛群に与えられた環境内（牛舎、放

牧場、グループ）で快適に生活してくれれば、

牛群全体がより健康になります。牛群を健康

に管理できれば、疾病にかかるコストの削減、

乳廃棄による損失削減、疾病管理の時間と労

働力の削減、乳質の改善が期待できます。牛

群を健康に維持、管理することで、今までよ

り時間に余裕も生まれるでしょう。時間の余

裕は、心の余裕につながり、新しい考えや次

の新しい目標も生まれるでしょう。また、家

族との時間も増えるでしょう。さらに、牛に

目を向ける時間も増え、牛群がより快適に生

活できる管理方法が見つかることでしょう。
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カウシグナルズの基本的な考え方

農場にいる牛が最も快適に生活できる農場

独自の農場にあった牛群管理法を作ることで

す。それぞれの生産現場で牛へのサービスを

できる範囲で行うことです。

それぞれの農場にいる牛は、同じではあり

ません。また、牛を取り巻く環境、例えば、

牛舎、ストール、牛群の規模、牛の移動、牛

の更新割合、基本飼料（粗飼料）内容、飼料

自給率、気候（温度、湿度、日照時間）、酪

農業の地域経済の位置付け、労働力、入手可

能な敷料、暑熱・寒冷ストレスの程度、乳価、

運動場の有無・広さ、搾乳システム（パイプ

ライン、パーラー、ロボットなど）、搾乳手技・

時間などにも考えを広げれば、牛が全て同じ

状況にあるとは言えないことがよくわかると

思います。それゆえに、自分の農場にいる牛

にしっかりと向き合うことが大切なのです。

さて、皆さんの農場の乳生産の中心となっ

ている牛たちの、体高（十字部高）、体長、

腰角の幅は何cm位か答えられますか。この基

本となる長さは、牛が日常的に伏臥、起立行

動を行うために必要とするストールの空間を

決める長さとなります。フリーストールの場

合、ボディースペース（牛の床に接地する長

さ）は体高の１．２倍、ストール幅（牛の床に

接地する幅）は腰角幅の２倍、ネックレール

の高さ（ブリスケットボード上にある場合）

は体高の０．８３-０．８５倍と言うように、牛の生

活空間は、そこにいる牛で決まります。牛の

体高、体長、体重が年々増加している牛群で

は、ストールの構造と牛の体型との不一致が

起こっていることがあります。また、牛群を

構成する産次の比率を考えて、乳生産の要と

なるグループの牛に構造を合わせます。この

ように、農場の牛群構成によってストール一

つに対する考え方が変わります。このことか

らもわかるように、自分の牛そして牛群を見

ながら、管理、作業の確認を行い、できるだ

け多くの牛が快適に活動できる環境を提供す

ることが大切になるのです。

牛の行動クイズ：写真１および２を見てくださ
い。牛の体表には何も異常はありません。この
ようにさまざまな姿勢で体の手入れをする行動
がストール、通路でよくみられる場合、このよ
うな環境は牛にとってどうなのでしょうか。

（筆者：酪農学園大学獣医学類ハードヘルス学ユニット教授）

写真１：つなぎストール内での行動

写真２：フリーストールの通路での行動

（答えは、ストールおよび通路が滑らないで安心して３
本肢で立てる良い環境です。牛が体の手入れをしにく
いような行動をとっているときには、その時の足の位
置、つき方を見てください。また、周りの環境で、牛
の行動に制限をかけるような構造物がないか確認して
ください。）
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地域の概要

栃木県は１４市１１町からなり、面積６４０８㎢で

東西約８４㎞、南北約９８㎞のほぼ楕円形の、関

東都県中最も広大な県です。恵まれた土地、

気象条件等を生かし、県内をはじめ首都圏に

おける食糧供給基地として重要な役割を果た

しています。日本一のいちご・かんぴょうな

どの農産物のほか、生乳生産量が全国第２位、

乳用牛の飼養頭数が２位、肉用牛が６位、豚

が８位に位置する全国でも有数の畜産県と

なっています。

㈲星種豚場（星正美代表）が位置する那珂

川町は栃木県の東北東に位置し、東西約２２km、

南北１８．９kmと東西に長く、総面積は１９２．８４㎢

で、県全体の３％を占めています。

経営の概要

㈲星種豚場は、数種類の原種豚を生産して

いますが、とりわけ三元豚の止め雄として使

われているデュロックの原種繁殖を長年にわ

たって行い、全国各地の養豚場に種豚として

供給してきました。現在、わが国において登

録している種豚頭数は年々減少しています

が、星さんはそれに歯止めをかけるべく、（一

社）日本養豚協会の代表副会長として日本型

養豚を確立するために積極的な活動を展開し

ています。

また、デュロック種の生産において、生ま

れてくる雌豚の活用策として「茶色豚」と称

する銘柄化を推進するとともに、その肉およ

び加工品の販売を行い、地元の公共団体の協

力を得て、レストランを開設して豚肉料理を

提供しています。

このように肉豚のもととなる種豚から純国

おらが故郷の経営自慢おらが故郷の経営自慢

消費者ニーズを重視した種豚改良と、そこから派生した六次化への取り組み
―㈲星種豚場（栃木県珂川町）―

一般社団法人日本養豚協会 小 礒 孝

平成２６年度全国優良畜産経営管理技術発表会で農林水産大臣賞を受賞した「㈲星種豚場」
の経営内容についてご紹介します。

（写真１）代表の星正美さん（右端）と家族
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産にこだわった種豚生産者の６次産業化は他

に例がない、新しい展開といえます。

経営管理・生産技術の特色

星さんは純粋豚６品種の１つで三元交配の

止め雄に用いられるデュロックのブリー

ダー、精液供給者として先代から通算５２年間

にわたり東北～九州地区の養豚経営を支えて

きました。近年、デュロック雌の肥育にも取

り組み「茶色豚」のブランド化とレストラン

経営、加工に取り組むなど経営改善に努めて

います。地域社会に対しては、AI（人工授精）

講習会の実施、加工施設の継承、桑園への堆

肥供給など積極的であり、地域での飼料用米

生産が拡大した段階でその利用も検討してお

り養豚農業振興法の

うたう「日本型養豚

経営」の展開を目指

しています。

技術面では個々の

経営要望に応えるた

めパフォーマンスの

異なる４系統のデュ

ロックを保有するとともに、大学・家畜改良

センターと共同で遺伝子解析にも取り組むな

ど、常に肥育経営に信頼される経営改善が行

われています。精液・種豚供給など多数の顧

客への供給者責任としての防疫体制を経営内

で確立し、数少ない全国対応のブリーダーと

しての地位を築いています。

【防疫体制確立に向けた農場分散化と機能分担】

防疫上の観点から７農場・AIセンターを各

農場は専従従業員１人で管理できるよう細分

化し、リスク分散を図る。同時に本社事務所

を飼料・資材等の中継地点として機能分散を

図ることで、精液・種豚ユーザーへの防疫上

の責務と信頼を確保しています。

年次 作目構成 飼養頭数 経営・活動の内容
平成５年 農場移転

６年４月 雄豚舎
検定豚舎

６０頭
３０頭 AIセンター立上げ

７年４月 母豚舎 ６０頭 板山農場立上げ
９年５月 法人設立

１６年８月 肥育豚舎 ２５０頭 小川農場立上げ
小川農場増設

２０年１月 育成豚舎 １００頭 片平農場立上げ

２３年３月 レストラン巴夢開設
ハム工房開設

２４年２月 母豚舎 ５０頭 藤田農場立上げ
２６年１月 育成豚舎 ２１０頭 希望ヶ丘農場立上げ

（表１）経営の推移

（写真２）「茶色豚」の原点、デュロック種

（写真４）スキャナーでロース断面積・
背脂肪を測定

（写真３）AIセンターの内部
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【精液、資材販売の内訳と主な販売先】

近年の冷蔵宅配便の進歩により注文の翌日

に２２℃保存のチューブ容器で配送が可能とな

りました。宅配便の発達によって販売先が拡

大し、これまでの県内・関東一円のみならず

青森県から宮崎県まで販路ができています。

精液販売とともにAI講習会の開催など県試験

場業務を担い、精液販売は県内６０％をカバー

しています。

【ふん尿処理】

全豚舎の敷料はオガクズを活用し発酵促進

に心がけるとともに、生ふんは地域の堆肥セ

ンターに搬入しています。自己保有の畑地利

用とともに地域で続けられている養蚕用桑園

３haで活用されています。飼料用米の生産拡

大が広がった段階で飼料用米の活用を行い

「日本型養豚」を展開する構想を持っていま

す。

【ハム加工、レストラン経営】

資金繰りが悪化した町営肉加工・販売施設

を平成２３年に２３００万円で購入し、自家産豚肉

の販売とともにハム加工とレストラン「巴

夢」（はむ）の営業を開始しました。後継者

が主に加工・販売とレストランを担当してい

ますが、繁殖・肥育業務との労働配分からレ

ストラン営業は昼のみ（金・土・日は夜も営

業）、精肉販売は土日のみに限定しています。

食材には地域産野菜を活用するなど地域貢献

に努めており、平成２４年には６次化認定を受

けています。

養豚業界への貢献

先代から引き継いだ純粋種豚生産を中心と

した経営を５２年間にわたり続けています。ま

た、日本養豚協会の認定する指定種豚場とし

て４６年間の実績があり、北海道から九州まで

全国規模で種豚の供給を続けています。さら

経
営
の
概
要

労働力員数
（畜産・２０００hr換算）

家族構成員 ２．９人
従業員 ２．９人

種雄豚平均飼養頭数 ７０．０頭
種雌豚平均飼養頭数 ９５．０頭
肥育豚平均飼養頭数 ４４６頭
年間子豚出荷頭数 ２６９頭
年間肉豚出荷頭数 ９２７頭

収
益
性
所得率（構成員） ９．２％
種雌豚１頭当たり生産費用 １，３８１，０１３円

生
産
性

繁
殖

種雌豚１頭当たり年間平均分娩回数 １．９４回
種雌豚１頭当たり分娩子豚頭数 ７．７頭
種雌豚１頭当たり子豚離乳頭数 ６．５頭

肥
育

種雌豚１頭当たり年間肉豚出荷頭数 頭

肥育豚事故率 ％（離乳時か
らの事故率）

肥育開始時
日齢 ６０日
体重 ３５kg

肉豚出荷時
日齢 １５８日
体重 １１８kg

平均肥育日数 ９８日
出荷肉豚１頭１日当たり増体重 ０．８３０kg
トータル飼料要求率
肥育豚飼料要求率
枝肉重量 ７８．０kg
販売
価格

肉豚１頭当たり平均価格 ３２，５００円
枝肉１kg当たり平均価格 ４１６円

枝肉規格「上」以上適合率 ６５．０％

（表２）経営実績

（写真５）病気侵入防止のための場内専用バルク車
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に豚の人工授精が普及し始めた平成６年に

は、個人の種豚生産者としてはまだ少なかっ

た人工授精所を開設し、人工授精の普及に尽

力しました。加えて米国からの精液輸入が始

まった平成１３年には、米国SGI社と提携して

国内養豚生産者の人工授精技術向上のための

普及推進を諮り、今日のわが国の人工授精普

及率の向上に大きな貢献を果たしています。

純粋種豚の改良に不可欠な登録事業に対す

る認識が非常に高く、現在の登録システム構

築を先頭に立って取りまとめています。

栃木県下においては、平成６年栃木県改良

協会副会長、平成６年指定種豚場栃木県協議

会会長、平成１９年栃木県養豚協会長、栃木県

畜産協会理事等を歴任し地域のリーダーとし

ての実績も２０年になります。また、平成２０年

に日本養豚協会監事に就任後、現在代表副会

長として活躍しています。さらに農林水産省

家畜改良増殖目標畜種別研究会委員として、

我が国の純粋種の改良の方向性や改良目標値

の策定に関わっています。

【種豚改良への貢献】

日本の消費者においしい国産豚肉を供給し

たいとの基本理念から、国産豚肉の生産に

もっとも利用されている肉質の優れたデュ

ロック種を中心に改良を行っています。平成

６年から日本養豚協会が実施している育種価

による能力評価にも当初から参加し、７年前

からは超音波測定器を購入し地域によって求

める種豚のタイプにも対応できるよう品種内

のグループ分けを行い、ニーズに対応可能な

供給体制に取り組んでいます。

また、肉質の分析も定期的に実施し脂肪交

雑、アミノ酸組成等について数値による肉質

の客観的な改良も行っています。昨年からは、

東北大学、家畜改良センター、養豚協会と連

携して遺伝子解析による種豚選抜・改良方法

の確立に向けた事業に参画しています。

将来の方向

将来の方向について、星さんは、①一貫経

営のニーズに合った種豚の能力データを集積

し付加価値を付け販売する、②健康で病気の

ない肉豚を生産し、消費者に美味しい豚肉を

供給する、③自家産豚肉の販売流通を充実す

るため、施設の整備、スタッフの強化を行う、

④AD、PRRS、PED等の伝染性疾病の侵入のな

いクリーンな農場を守っていきたい、として

います。
（筆者・一般社団法人日本養豚協会常務理事）

（写真６）ばとう手づくりハム工房
と田舎レストラン巴夢

（写真７）レストラン内の精肉販売
コーナー

（写真８）ハム・ソーセージ製品
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はじめに

ここ数年、夏場の暑さは全国的に厳しいと

肌で感じられるようになってきました。地球

温暖化の影響なのでしょうか、「猛暑」を通

り越して「酷暑」という言葉が当たり前のよ

うに使われるようになり、毎年最高気温が更

新されるなどのニュースをご記憶の方も多い

と思います。

さて、今年の夏はどうなるのでしょう。

夏場の気温が高かった年には、生産者や技

術者の皆様から「今年の夏は尋常でない暑さ

で、発情すら来なかった」とか、「今年の夏

は暑くて、授精を取り止めた」といった話を

よくお聞きします。

気温が高くなる夏場は、繁殖に多大な影響

を及ぼしていることを実感しますが、なぜ繁

殖成績が悪くなるのでしょうか？

論文などの報告はたくさんあります（詳細

については次号で触れる予定です）が、対処

方法が示されていることは少ないと思いま

す。そうは言っても、実際には夏の授精を取

り止めるなど、夏場の繁殖が滞る状況が徐々

に拡がっているのは事実でしょうし、夏場に

妊娠を確保しなければ春産みにならないこと

も事実です。

ここでは気温の高い時期を「夏場」、ある

いは「暑熱時」という言葉で漠然と表現する

箇所がありますが、概ね７～９月頃をイメー

ジしていただきたいと思います。

暑熱時の体外受精卵移植

「暑熱時に繁殖を改善できるか」という

テーマで、一つの試みを継続して行っていま

す。

当団の体外受精卵を定期的に移植している

酪農家の乳牛を対象に、平成２３年度から８～

９月の２ヵ月間に凍結体外受精卵の移植を試

み、夏場の受精卵移植の効果を調査してきま

した。ここでは、現在までに集積したデータ

を基に、夏場に受精卵移植を行った際の繁殖

成績をご紹介します。

移植は、中四国一円と近畿地区の一部で行

いました。

移植予定の牛には、イージーブリード単体

もしくはイージーブリードとPGを併用した方

法で発情を同期化しました。移植当日、黄体

を確認して明瞭な黄体が形成されている牛を

移植可能と判断して選定しました。体外受精

卵は、マニュアルに従い融解し、移植手技に

暑熱時の繁殖改善に受精卵移植は有効か？（上）
一般社団法人家畜改良事業団 技術・情報部 濱野 晴三
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は特別な工夫をせずに１頭の雌に１個の受精

卵を移植しました。

１）平成２３年度の移植成績

平成２３年８月～９月にかけて、４３戸の酪農

家で凍結体外受精卵の移植を行った結果を、

表１に記します。移植後の受胎成績は、経産

ならびに未経産牛１２７頭に移植して４４．９％の

受胎率が得られました。

その内訳を、産歴別にまとめ直して表２に

示しました。

未経産牛５８頭への移植では、５８．６％にあた

る３４頭に受胎を確認しました。これを農家別

に捉えると、２１戸中１８戸で１頭以上の受胎が

確認できました。受胎が確認できた農家での

受胎率は、３３～１００％でした。一方、経産牛

では６９頭に移植したところ、３３．３％にあたる

２３頭に受胎を確認しました。農家別では、２８

戸中１６戸で受胎が確認でき、受胎が確認でき

た農家ごとの受胎率は２５～１００％の範囲でし

た。

しかし、移植地域は限定的で、比較対象と

する人工授精の受胎成績もありませんし、例

数も決して多くはありません。このデータを

もって「夏場の繁殖には人工授精に比べて受

精卵移植が有利である」と断言できる内容で

はありませんでした。

２）平成２４年度の移植成績

その１年後に、平成２３年度の移植成果を再

現できるかという観点から、同じ時期に同じ

地域の３５戸の酪農家で凍結体外受精卵の移植

を行いました。移植後の受胎成績は、経産な

らびに未経産牛１２６頭に移植を行い、３５．７％

にあたる４５頭に受胎を確認しました（表３）。

その内訳を、産歴別にまとめた成績を表４

に示しました。

未経産牛５２頭への移植では、２２頭（４４．２％）

に受胎を確認しました。農家別では、１６戸中

１０戸で１頭以上の受胎が確認できました。受

胎が確認できた農家ごとの受胎率は、２５～

１００％の範囲です。一方、経産牛では７４頭に

移植したところ、２２頭（２９．７％）に受胎を確

認しました。農家別では、２６戸中１３戸で１頭

以上の受胎が確認でき、受胎が確認できた農

家ごとの受胎率は、２５～１００％の範囲です。

平成２３年度と２４年度の成績を比較すると、

受胎率は９．２ポイント低下した結果となりま

（表１）平成２３年度月別の移植成績（経産、未経産合算）
月 別 移植頭数 受胎頭数（％）
８月 ５３ １８（３４．０）
９月 ７４ ３９（５２．７）
合 計 １２７ ５７（４４．９）

（表２）平成２３年度産歴別の移植成績（H２３．０８－０９）
産 歴 移植頭数 受胎頭数（％）
未経産 ５８ ３４（５８．６）
経 産 ６９ ２３（３３．３）
合 計 １２６ ５７（４４．９）

（表３）平成２４年度月別の移植成績（経産、未経産合算）
月 別 移植頭数 受胎頭数（％）
８月 ６６ ２０（３０．３）
９月 ６０ ２５（４１．７）
合 計 １２６ ４５（３５．７）

（表４）平成２４年度産歴別の移植成績（H２４．０８－０９）
産 歴 移植頭数 受胎頭数（％）
未経産 ５３ ２３（４４．２）
経 産 ７４ ２２（２９．７）
合 計 １２６ ４５（３５．７）
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した。その要因が何であるかを明確に判断す

ることは困難ですが、地域的な気温を調べて

みると、いずれの地域においても平成２４年は

２３年に比べて８月で０．５～１．５℃、９月で０．１

～０．８℃高いことが記録されていました。

しかし、授精を控える時期にあえて受精卵

移植を行い、３０～４０％の受胎が得られたこと

は、酪農経営の上での意義は大きいと考えら

れます。

３）全国での体外受精卵移植成績

一年を通して、北海道から沖縄まで全国各

地で体外受精卵は移植されています。自らの

試みとは別に、これまで集積してきた移植成

績の一部を表５に示します。ここでの移植成

績では、経産牛と未経産牛、新鮮胚と凍結胚

の総合計を示しました。

移植地域と移植技術者を限定せずに全国的

な受胎率の動向を調査すると、７月～８月に

は移植頭数が減少することが認められます。

また、受胎成績は年度により若干の差が認め

られますが、傾向は２年ともにほぼ同じ３０～

４０％の範囲にあることが分かります。

夏場対策に受精卵移植を

生産者の皆さんの中には、何回かは受精卵

移植を試された方がいらっしゃると思いま

す。しかし、「受胎しなかった」「受胎はした

けれど、流産や分娩事故を経験した」、ある

いは「子牛は生産できたけれど、思った以上

に手間暇がかかり、経営に貢献しなかった」

等々、想定したような成果に結び付かなかっ

たことから、受精卵移植を行われなくなった

方も多いと思います。

されど、改めて受精卵移植の実施を、しか

も受胎性が低くなる夏場にあえて提言するこ

とに対し、「なぜ？」と疑問を抱かれる方々

も多いと思います。夏場に受精卵移植を行う

ことで、授精を取りやめていた地区でも３０％

程度の受胎が可能であることが検証できまし

た。これは、受胎の可能性が広がったことを

示しており、酪農経営にとって有益な情報で

あると考えたからです。

受精卵移植師の資格取得のためのテキスト

には、受精卵移植技術は優良な子牛を短期間

に多数生産できる等々の利害得失が記されて

います。しかし、ここで提言する受精卵移植

技術とは、育種や増産以外の利用方法であり、

技術に対する考え方の進展です。

次回は受精卵とヒートストレスの関係につ

いて紹介します。
（筆者：一般社団法人家畜改良事業団 技術・情報部）

（表５）全国の移植成績（経産、未経産合算）
年 月 別 移植頭数 受胎頭数（％） 年 月 別 移植頭数 受胎頭数（％）
H２３．０６ ３６５ １６７（４５．８） H２４．０６ ４９７ ２０６（４１．６）
H２３．０７ ２８７ １１１（３８．７） H２４．０７ ３７４ １２０（３２．３）
H２３．０８ ３７３ １４６（３９．１） H２４．０８ ５４２ １８８（３５．１）
H２３．０９ ３９６ １６５（４１．７） H２４．０９ ５０６ １９３（３８．７）
H２３．１０ ３６３ １７１（４７．１） H２４．１０ ５１９ １９６（３９．２）
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［平成27年1月分］

（表１）補塡金単価の算定（全国） 単位：円／頭
区 分 肉専用種（地域算定県を除く） 交 雑 種 乳 用 種

粗収益 A １，０５１，４７０ ６３７，９６４ ３６７，５４７
生産コスト B ９３８，７９７ ６７０，３５２ ４４５，２１０
差額 C＝A－B １１２，６７３ △ ３２，３８８ △ ７７，６６３
暫定補塡金単価 D＝C╳０.８ ― ２５，９００ ６２，１００
補塡金単価（概算払） D－４，０００ ― ２１，９００ ５８，１００
注：平成２６年４月分から、消費税抜きで算定しています。

１００円未満切り捨て

平成２７年１月に販売された交付対象の契約肥育牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別対策事業
実施要綱附則９の概算払の補塡金単価について、表１および表２の通り公表しました。
また、平成２７年１月に販売された生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛に適

用する補塡金単価については、表３の通り公表しました。
なお、補塡金単価の確定値については、５月上旬に公表する予定です。

（表３）補塡金単価（概算払）（生産者積立金の納付が免除された交付対象の契約肥育牛）
単位：円／頭

肉専用種 交 雑 種 乳 用 種
― １６，４００ ４３，５００

注：補塡金交付額に見合う財源が不足する場合等、上記補塡金単価を減額することがあります。

（（独独））農農畜畜産産業業振振興興機機構構かかららののおお知知ららせせ

肉用牛肥育経営安定特別対策事業（新マルキン事業）
の補塡金単価（概算払）について

（表２）補塡金単価の算定（地域算定県・肉専用種）※ 単位：円／頭
広島県 福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 鹿児島県

― ― ― ― ― ―
※ 各県の算定結果です。
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口蹄疫等については中国、台湾などの近隣

の諸外国での発生が継続しており、地理的に

もわが国にもっとも近い韓国でも発生が確認

されているところです。

こうした状況にあることから、公益社団法

人中央畜産会では、日本中央競馬会の助成を

受けて実施しております、「産業動物危機対

応獣医療確保特別対策事業」において口蹄疫

口蹄疫等の発生予防対策の徹底について
公益社団法人中央畜産会

行行政政のの窓窓
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　●　踏込消毒槽の消毒液は、汚れで効果が薄れてし
まうことから、まずは汚れを落としてから消毒する
こと。また、消毒薬が汚れていることに気づいたら、
直ちに交換すること。

　●　農場に出入りする車両の消毒では、タイヤを消毒
するだけではなく、泥よけの内側部分や運転席の
足元スペースも可能な限り消毒すること。

★逆性石けんは口蹄疫の消毒薬としては不適です！
★消毒効果が弱まるので、酸性とアルカリ性の消毒薬を同時に使用しないこと！

毎日必ず健康観察し、これらの症状を見つけた場合は、直ちに
獣医師や最寄りの家畜保健衛生所に連絡しましょう。

要 注 意

写真：宮崎県提供

効果的な消毒を実施しましょう！
効果的な消毒のポイント ● ● ● ● ●推 奨 さ れ る

踏込消毒槽の設置方法

2
消毒液の
槽

1
水洗の
槽

　口蹄疫は牛や豚などで発熱や食欲不振に始まり、後によだれを流したり、
口、ひづめ、乳房に水ぶくれができるのが主な特徴です。

疑わしい症状は直ちに通報を！

牛の
症状

豚の
症状

※消毒薬の種類等について不明な点があれば、獣医師や最寄りの家畜保健衛生所にご相談ください。

防疫対策の一助として以下の資料を作成いた

しました。

本資料はA４版の裏表資料で、農林水産省

消費・安全局 動物衛生課の監修を受け、効

果的な消毒の実施や口蹄疫の疑わしい症状の

写真も掲載し、農場等に掲示して発生予防に

努めること及び発生時の早期通報を喚起する

内容となっております。

農場における発生予防に資するため、飼養

衛生管理の徹底を呼びかける本資料を緊急に

牛および豚の飼育農家、獣医師および関連団

体に緊急に配布いたしましたのでお知らせい

たします。

お問い合わせ先

公益社団法人中央畜産会

衛生指導部 原田、守永

TEL ０３－６２０６－０８３２
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はじめに

口蹄疫と木酢液

消毒と暑熱対策を同時に

宮崎県東郷町山陰（やまげ）で、６０頭の肉用牛繁殖経営を営む福永雄（ふくながたけし）
さん（４２）は、昨年の６月に手作りの噴霧器を牛舎に設置して、衛生と暑熱の対策を同時に
行い、牛舎内の環境改善を図っていますので紹介します。

きっかけは、平成２２年に口蹄疫が発生した際、牛舎の消毒用として木酢液を散布したとこ
ろ、子牛の疾病が減ったことに興味を持ったことです。
今回活用した木酢液散布の電動式噴霧器は、宮崎県NOSAI北部が口蹄疫からの復興に際し

て衛生対策用として地域の農家に配布したものです。

電動式噴霧器にホースをつなぎ、牛舎に設置すれば、衛生と暑熱対策を同時にできそうだ
と考えた福永さん。福永さんの経営では牛舎はいくつかありますが、はじめに衛生対策効果
が高いと思われる子牛飼育舎に設置しました。
設置にあたっては、自動噴霧できるようデジタル式のタイマーを取り付け、耐薬用チュー

ブを牛舎の母屋などを利用して取り付けました。霧状ノズルは１牛房に１個の間隔とし、木
酢液は６０倍に希釈して、１日２回午前９時と午後５時に３分間噴霧することとしました。

牛舎に手作り噴霧器設置――消毒と暑熱対策を同時に
宮崎県NOSAI北部 尾田 尚登

左：衛生と暑熱対策
を効率よく実施

下：福永雄さん

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
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子牛の疾病は大きく減少

噴霧装置と気候のバランスが大事

製作費は１３万円から

この噴霧により、子牛の下痢症状である白痢（はくり）が、ほとんど発生しなくなりまし
た。白痢は子牛の基本的な疾病ですが、重くなればその後の成長にも影響し、他の子牛に移
ることも多く油断がなりません。「白痢の対策は環境から」といわれるように、この噴霧装
置によって牛舎内の衛生状態を良好に保つことができるようになりました。

噴霧装置が有効な効果を得るためには、気候や牛舎構造とのバランスが大事です。噴霧さ
れた木酢液が気化せずに牛床が水浸しになったり、牛舎内の湿度が上がり過ぎては、牛の健
康を損ねてしまい意味がありません。
逆に、牛舎内の環境とうまく調和できれば、消毒だけではなく夏の暑さ対策としても有効

な装置となります。

材料となるのは耐薬用チューブと霧状ノズル（１個４千円）。設置した鋼管や畜舎の母屋
を利用して、チューブ（全長７２メートル）に１６個のノズルを取り付けました。自動化のため
のデジタル式のタイマーは、１個１３００円でした。
すべて手作りで、総費用は約１３万円、もともとあった噴霧器をうまく活用できたことが、

大幅な低コスト化につがっています。現在は、暑さに対する効果も大きかったことから、分
娩舎にも延長して効果を上げています。
さらに、近隣の噴霧器所有農家でも、福永さんの事例を参考に設置した事例が増えてきて

おり、今後の普及が期待されます。
（筆者：宮崎県北部農業共済組合 日向センター長）

記事企画取材協力 農業共済新聞

子牛飼育舎

動噴（ポンプ）

タイマー
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